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コ
ロ
ナ
禍

　
出
口
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
の
中
、
売
上
や
作
業
効

率
が
落
ち
て
い
る
会
社
の
現
状

は
理
解
し
ま
す
。
自
粛
要
請
の

中
、
私
た
ち
も
戸
惑
い
を
感
じ

な
が
ら
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
要
求
し
て
い
る
の

は
生
活
す
る
為
に
賃
金
の
後
払

い
と
し
て
の
一
時
金
で
す
。
会

社
の
業
績
に
左
右
さ
れ
な
い
オ

ペ
サ
テ
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
の

よ
う
な
全
天
候
型
の
安
定
し
た

一
時
金
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
査
　
　
定

　
組
合
員
に
は
自
己
評
価
に
よ

る
査
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
業
績

は
全
て
の
部
署
・
全
従
業
員
の

協
力
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
な
く
査

定
さ
れ
た
一
時
金
よ
り
、
団
交

で
業
績
を
聞
い
た
う
え
で
妥
結

す
る
一
時
金
の
方
が
納
得
で
き

ま
す
。

　
　
　
業
　
　
績

　
組
合
と
し
て
は
業
績
が
良
い

も
悪
い
も
ト
ッ
プ
の
力
量
や
功

績
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
業

員
の
誰
も
が
会
社
に
損
を
さ
せ

よ
う
な
ん
て
思
っ
て
い
る
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
生
活

の
た
め
に
必
死
で
働
い
て
い
る

の
で
す
。

　
三
社
の
現
状
は
、
シ
ス
テ
ム

で
赤
字
、
オ
プ
ト
で
売
上
減
利

益
増
、
電
子
で
売
上
減
だ
が
黒

字
は
確
保
と
い
う
状
態
で
し

た
。

　
　
乗
り
切
る
た
め
に

　
一
時
金
の
回
答
月
数
が
高
い

水
準
に
な
る
と
や
る
気
が
起
き

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
自
粛

ば
っ
か
り
や
っ
て
た
ら
気
も
滅

入
り
ま
す
。

　「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
業
績
が

落
ち
た
の
で
」
…
と
い
う
回
答

で
は
な
く
、「
従
業
員
の
士
気
を

高
め
る
た
め
に
」
生
活
を
考
慮

し
た
回
答
を
望
み
ま
す
。

　
先
日
の
夏
季
一
時
金
の
要
求
日
に
は
二
・
九
カ
月

を
要
求
し
ま
し
た
。
一
時
金
ま
で
自
粛
す
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
回
答
指
定
日
は
十
一
日
で
、
支
給

予
定
日
は
七
月
三
日
で
す
。

パワハラではないと
考えられる　

パワハラと
考えられる　　

物を投げつける

身体的な攻撃

精神的な攻撃

人間関係からの切り離し

過大な要求

過少な要求

個の侵害

誤ってぶつかる

大勢の前で威圧的
にしかける

社会的ルールを
欠いた言動を注意

仕事を外して
長期間別室に隔離 新規採用の育成で

短期間、別室で研修

業務と関係ない雑用を
強制的にさせる

育成で現状より少し高い
レベルの業務をまかせる

退職させるため誰でも
できる業務をさせる

　能力に応じ仕事の
内容や量を軽くする

性的指向・性自認、不妊治療
などの機微な情報を了解を
得ずにばらす

了解を得て、機敏な個人情報　
を人事担当に伝え、
配慮を促す

〇×

　
職
場
で
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
を
防
ぐ

義
務
が
、
６
月
か
ら
大
企
業
に

課
せ
ら
れ
る
（
中
小
企
業
は
22

年
４
月
か
ら
）。
厚
生
労
働
省

は
パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
た
る
言
動

の
例
を
示
し
て
い
る
が
、
ア
ウ

ト
か
セ
ー
フ
か
と
い
う
「
線
引

き
」
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
、

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い

と
遺
族
や
専
門
家
は
指
摘
す

る
。
下
記
は
厚
生
労
働
省
が
示

し
た
パ
ワ
ハ
ラ
の
６
類
型
と

判
断
例
。

・
一
時
金
は
現
在
の
日
本
の
消

費
生
活
に
組
み
こ
ま
れ
た
、
不

可
欠
で
重
要
な
賃
金
の
一
部
で

す
。
住
宅
ロ
ー
ン
、
車
、
耐
久
消

費
財
、
教
育
費
、
月
々
の
赤
字
補

填
な
ど
、
日
本
の
社
会
全
体
が

一
時
金
そ
の
も
の
を
組
み
込
ん

だ
生
活
・
消
費
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

・
し
か
し
最
近
、
経
営
者
は
、
一

時
金
を
「
賞
与
・
ボ
ー
ナ
ス
」
と

主
張
し
成
果
主
義
・
利
益
配
分

的
に
扱
う
傾
向
を
強
め
、「
企
業

の
業
績
」
だ
け
を
全
面
に
出
し

た
低
額
回
答
を
平
然
と
押
し
つ

け
て
く
る
姿
勢
も
み
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
企
業
間
格
差
が

拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
働
く
者

の
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

よ
う
な
企
業
の
安
易
な
姿
勢
に

対
し
て
は
、「
働
く
も
の
の
生
活

を
守
る
」
と
い
う
組
合
本
来
の

役
割
を
踏
ま
え
、
原
則
的
な
闘

い
を
組
織
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
京
滋
福
地
本
の
目
指
す
一
時

金
水
準
は
、
従
来
通
り
年
間
５

カ
月
台
と
し
ま
す
。

・
一
時
金
の
交
渉
は
「
金
額
」
で

は
な
く
「
月
数
」
を
基
準
と
し
ま

す
。


